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湯ノ岱マタギの絆
　湯ノ岱マタギは１人で山に入り、猟をします。
獲物はさまざまですが、クマとのにらみ合いは、
自分が捕るか、クマに捕られるかの勝負。油断
や甘えは禁物と言います。その技が菅さんから
橋本さんへ引き継がれます。
（左：橋本明賢さん、右：菅詔悦さん）

湯ノ岱マタギの絆 ■主な内容
Ｐ２　湯沢市ふるさと応援大使紹介
Ｐ６　鹿嶋まつり
Ｐ７　消費者月間
Ｐ８　出前講座
Ｐ10　法人市民税、軽自動車税　
Ｐ11　まちなかにぎわいチャレンジ
　　　ショップ募集、湯沢市店舗等
　　　リフォーム資金助成事業
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「ゆざわをまるごと全国へ発信、
　　　  ふるさとを支える応援団」

湯沢市ふるさと応援大使を紹介します

○大使の活動内容
　①市の自然環境、歴史、文化、産業、観光および特産品の宣伝
　②市が実施する各種事業、行事への協力
　③市に有益な情報の提供

○任　期
　任期は3年としていますが、任期の更新もあります

○報　酬
　報酬はありませんが、市の宣伝のための名刺やパンフレットな
　どを提供しております

○どのような人
　菅義偉内閣官房長官をはじめとした湯沢市出身者はもちろんで
　すが、市にゆかりや関わりのあるかたがたにもお願いしており
　ます。業種は多岐にわたり、メディア、自動車、音楽、経済、
　農業、法律、飲食、大学などの幅広い分野にわたり精通されて
　おります

○今後について　
　大使の皆さんには、湯沢市を全国にＰＲいただいておりますが、今後、市民の皆さんとの交流会など
を企画する予定です

湯沢市ふるさと応援大使の概要

　市の美しい自然環境、豊かな歴史、文化、産業、観光および特産品を全国
に宣伝し、知名度およびイメージの高揚を図るために、市では湯沢市ふるさ
と応援大使の皆さんに活動いただいております。
　現在、さまざまなジャンルの第一線で活躍されている29人のかたがたに大
使を委嘱しており、さまざまな機会に湯沢市をＰＲいただいております。

▲湯沢市ふるさと応援大使の名刺

【
湯
沢
市
ふ
る
さ
と

　
　
　  

応
援
大
使
】

菅　　義　偉　さん

湯沢市秋ノ宮出身

すが よしひで

　
委
嘱
し
て
お
り
ま
す
二
十
九

人
の
大
使
の
皆
さ
ん
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

内閣官房長官／衆議院議員

植　村　　徹　さん

東京都出身

うえむら てつ

株式会社東北新社代表取締役社長

遠　藤　淳　一　さん

埼玉県出身

えんどう じゅんいち

株式会社ＮＭＫＶ代表取締役社長／最高
経営責任者

大　野　順　二　さん

湯沢市愛宕町出身

おおの じゅんじ

公益財団法人東京交響楽団専務理事／楽団長

川　尻　敏　夫　さん

湯沢市北荒町出身

かわしり としお

東京都港区みなと保健所職員

菊　子　晃　平　さん

湯沢市三梨町出身

きくこ こうへい

N.B.P  JAPAN株式会社代表取締役社長

栗　沢　研　丞　さん

湯沢市前森出身

くりさわ けんすけ

㈱オーク・フィナンシャル・パートナーズ
代表取締役社長  CEO

佐　竹　義　宏　さん

埼玉県出身

さたけ よしひろ

佐竹南家 21代目／ JFEスチール株式会社
ステンレスセクター部長（理事）

佐　藤　勝　彦　さん

湯沢市稲庭町出身

さとう かつひこ

放送文化事業株式会社番組プロデューサー

佐　藤　尚　武　さん

湯沢市秋ノ宮出身

さとう なおたけ

マルフジ建材グループ代表取締役会長

佐　藤　憲　人　さん

湯沢市川連町出身

さとう のりと

日本郵政株式会社施設部次長
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湯
沢
市
で
は
昨
年
度
よ
り
菅
義
偉
官
房
長
官
を
は
じ
め
、
二
十
九
人
の
「
ふ
る
さ
と
応
援

大
使
」
を
任
命
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
全
国
に
は
市
町
村
自
治
体
が
約
千

七
百
余
り
あ
り
ま
す
。
わ
が
湯
沢
市
の
知
名
度
は
残
念
な
が
ら
ま
だ
ま
だ
で
す
。
首
都
圏
で

は
よ
く
新
潟
県
湯
沢
町
と
間
違
え
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
父
祖
の
墳
墓
の
地
、
ふ
る
さ
と
は
、
戦
後
仕
事
を
求
め
て
都
会
に
出
た
皆
さ
ん
も
、
心
に

は
懐
か
し
い
思
い
出
と
共
に
、
決
し
て
忘
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
東
京
一
極
集
中

が
進
み
、
正
に
地
方
、
ふ
る
さ
と
は
活
力
を
失
っ
て
お
り
、
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て
い
る
今

こ
そ
真
剣
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
「
産
学
官
金
労
言
」
各
界
が
連
携
し
、
自
分
た
ち

の
問
題
と
し
て
、
将
来
を
考
え
た
地
方
創
生
戦
略
策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
の

お
の
の
地
方
の
底
力
が
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
何
も
無
い
と
嘆
く
ば
か
り
で
は
な
く
、
も
っ

と
も
っ
と
、
自
分
た
ち
の
足
下
の
宝
、
良
さ
を
学
び
、
誇
り
を
持
つ
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
菅
官
房
長
官
が
総
務
大
臣
の
時
、
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
た

め
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
湯
沢
市
で
も
昨
年
度
、
約

九
千
万
円
も
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
一
億
円
を
超
す
勢
い
で
す
。
少

子
化
、
超
高
齢
化
で
地
方
は
厳
し
い
現
状
で
す
が
、
あ
り
が
た
い
事
に
ふ
る
さ
と
を
忘
れ
ず
、

ふ
る
さ
と
湯
沢
市
を
応
援
し
て
い
る
か
た
が
た
は
、
た
く
さ
ん
お
り
ま
す
。
特
に
ふ
る
さ
と

応
援
大
使
に
任
命
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
は
、
湯
沢
市
に
ご
縁
が
あ
り
、
湯
沢
市
を
愛

し
て
く
だ
さ
り
、
大
い
に
そ
の
良
さ
を
宣
伝
し
、
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
も
の
は
ふ
る
さ
と
の
土
に
な
れ
よ
と
鳴
く
閑
古
鳥
」「
如
何
な
る
人

も
、
永
遠
に
は
生
き
ら
れ
な
い
が
故
に
、
人
々
は
子
孫
の
繁
栄
を
願
い
、
美
し
い
思
い
出
を

残
し
、
ふ
る
さ
と
の
大
地
に
も
ど
る
」
と
申
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
湯
沢
市
を
ま
る
ご
と
売
る
た
め
、
更
な
る
お
力
添
え
を
お
願
い
致
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

市
長　

齊

藤

光

喜

佐　藤　政　雄　さん

湯沢市稲庭町出身

さとう まさお

飲食業オーナー

佐　藤　隆　三　さん

湯沢市高松出身

さとう りゅうぞう

米ニューヨーク大学冠講座名誉教授

真　田　弘　二　さん

湯沢市稲庭町出身

さなだ こうじ

キリンビバレッジ株式会社首都圏地区本部
市場開発部長

東海林　義　和　さん

湯沢市院内出身

しょうじ よしかず

日本総合技術研究所所長／農林水産省産学
連携支援事業コーディネーター

東海林　　良 さん

湯沢市三梨町出身

しょうじ りょう

作詞家・作家／㈲東海林良エンタープライズ

鈴　木　英　史　さん

東京都出身

すずき えいじ

作曲家／湯沢市民歌作曲

永　田　晴　夫　さん

湯沢市稲庭町出身

ながた はるお

弁護士

髙　久　浩　二　さん

湯沢市倉内出身

たかく こうじ

首都圏ふるさと湯沢会顧問／首都圏秋田
県人連合会会長

中　鉢　　聡 　さん

湯沢市愛宕町出身

ちゅうばち さとし

テノール歌手（藤原歌劇団）／洗足学園
音楽大学客員教授

沼　倉　松　吉　さん

湯沢市皆瀬出身

ぬまくら まつきち

首都圏ふるさと湯沢会会長

藤　田　　智 　さん

湯沢市岩崎出身

ふじた さとし

恵泉女学園大学人間社会学部教授

藤　田　豊　久　さん

千葉県出身

ふじた とよひさ

東京大学教授

南　　美希子 　さん

東京都出身

みなみ みきこ

エッセイスト／ＴＶコメンテーター

村　上　伸　一　さん

湯沢市表町出身

むらかみ しんいち

日本たばこ産業株式会社アドバイザー

矢　野　昭　造　さん

湯沢市湯ノ原出身

やの しょうぞう

首都圏ふるさと湯沢会顧問／首都圏秋田
県人連合会顧問

吉　田　幸　正　さん

埼玉県出身

よしだ ゆきまさ

吉松運輸株式会社代表

渡　部　建　藏　さん

湯沢市倉内出身

わたべ けんぞう

首都圏秋田県人連合会顧問

渡　部　正　和　さん

湯沢市院内出身

わたなべ まさかず

弁護士
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湯沢市でもこんな相談がありました▼ ▼ ▼

トラブル・被害防止のために▼ ▼ ▼

うのみにしない =

◆心配なとき、困ったときは、早めに相談を！
　湯沢市消費生活センター（☎72-0874/相談直通）
　相談時間は平日午前８時30分～午後５時

　専用相談室があります。一人で悩まず、まずは相談してください。
各地域の支所や、相談者の自宅へ出張しての相談も受け付けています。

相　談　す　る =
　　　　　  
こ　と　わ　る =

契 約 し な い =

お得な話、もうかる話をすぐに信用しない。契約内容や支払方法などは、
よく確認する

すぐに返事しない、一人で決めない。クーリングオフできる場合もある
ので、消費生活センターに相談する

必要ないものは買わない。「結構です」「まず、えんし」といったあい
まいな表現ではなく「いりません」「必要ありません」とキッパリ断る

すぐに契約しない。分からないものは契約しない。契約の意思がないと
きはキッパリ断る

7

う
そ
こ
け

んなでつくろう！
消費者が　　役の社会！！

み
主

5月は消費者月間です　平成27年度消費者月間テーマ

　悪質商法や詐欺被害、消費者トラブルを未然に防ぐには、一人ひとりの意識とともに、
家族や地域など周りの人の見守りと協力が大切です。
　どんなに用心していても詐欺の手口にはまってしまったり、トラブルに巻き込まれてし
まうこともあります。困ったときや不安なときは、一人で悩まず、早めに相談しましょう。

「資料だけ送らせてほしい」と言われたので、承諾したら契約確
認書が届いてしまった
「サプリメントの試供品を送ります。試してみませんか」と言わ
れたので承諾したが、届いてみると無料ではなかった
パソコンやスマートフォンの情報サイトで、年齢確認の後に自動
的に登録されてしまい、登録料や解約料として高額な請求をされた
「今より料金が安くなる」「今だけのキャンペーン料金」と言わ
れ、契約したが、実際には安くならなかった
利用した覚えのない料金請求の通知が届いた
公的機関の職員を名乗る電話があり、聞かれるままに生年月日や
家族構成を話してしまった

1

2

3

4

5
6

　岩崎地区の三つの町内（栄町、緑町、末広町）
では、それぞれわら人形「鹿嶋様」を作って、
無病息災や家内安全、五穀豊穣を祈願していま
す。今年も地域住民が古くなったわらを取り換
える衣替えを行いました。

　
栄
町
で
は
二
年
に
一
回
、
衣
替
え
が
行

わ
れ
ま
す
。
今
年
は
約
四
十
人
が
衣
替
え

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
町
内
会
長
の
石
川
誠
一
さ
ん
は
「
後
継

者
問
題
や
年
々
わ
ら
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
前
に
作
っ
た

も
の
を
参
考
に
し
た
り
、
参
加
者
同
士
教

え
あ
っ
た
り
し
な
が
ら
衣
替
え
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
い
い
出
来
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 い

し
か
わ
せ
い
い
ち

　
緑
町
の
鹿
嶋
様
は
、
国
道
十
三
号
沿
い

の
湯
沢
市
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

付
近
に
あ
り
ま
す
。

　
当
日
は
約
三
十
人
が
衣
替
え
に
参
加
。

町
内
会
長
の
佐
々
木
順
一
さ
ん
は
「
わ
ら

は
地
元
農
家
の
秋
の
刈
り
入
れ
作
業
な
ど

を
手
伝
い
、
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は

雪
が
多
く
大
変
で
し
た
が
、
今
年
は
雪
が

少
な
か
っ
た
の
で
作
業
も
順
調
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
さ
さ
き
　    

じ
ゅ
ん
い
ち

　
末
広
町
の
鹿
嶋
様
は
水
神
社
の
奥
に
あ

り
、
三
町
内
の
中
で
唯
一
の
女
性
で
す
。

当
日
は
約
三
十
人
が
衣
替
え
に
参
加
し
ま

し
た
。

　
町
内
会
長
の
高
橋
征
悦
さ
ん
は
「
五
軒

で
一
組
に
な
っ
て
作
業
し
ま
す
。
み
ん
な

何
も
指
示
し
な
く
て
も
自
分
の
担
当
部
分

を
し
っ
か
り
作
り
ま
す
。
今
年
は
わ
ら
が

青
く
て
き
れ
い
な
の
で
見
た
目
も
良
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

た
か
は
し
せ
い
え
つ

栄 町栄 町 4月12日（日）

緑 町緑 町 4月19日（日）

4月19日（日）　末広町末広町

▲お互いに教えあいながら作業する姿が見られました

▲鹿嶋様の重要な「顔」を取り付けます

▲皆さん手際よく、自分の担当部分を作っていきます

市指定無形民俗文化財

鹿嶋まつり鹿嶋まつり鹿嶋まつり

さ  

さ  

き
　 

じ
ゅ
ん
い
ち
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◇
　
申
し
込
み
の
流
れ
　
◇

　

市
で
は
、
市
の
取
り
組
み
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
、
市
職
員
が
講
師

と
し
て
出
向
き
、
お
話
を
す
る
な
ど
の
学
習
支
援
事
業
『
湯
沢
市
出
前
講

座
』
を
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
開
設
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
「
自
主
的
な
活
動
」
、「
仲
間
づ
く
り
」
、「
地
域
づ
く
り
」
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
講
座
は
基
本
的
に
無
料
で
す
。

経済・産業

１　湯沢市の地熱エネルギー
　　○所要時間　30～120分
　　○分　　類　聴講型・視聴覚型・体験型 
２　湯沢市農業の概要
　　○所要時間　60分　○分類　聴講型
３　日本型直接支払制度〈多面的機能支払〉
　　○所要時間　60分　○分類　聴講型
４　ジオパークでゆざわを元気に！
　　○所要時間　30～120分　
　　○分　　類　視聴覚型・体験型
５　適切な利用で、農地を守ろう
　　○所要時間　40分　○分類　聴講型

申し込み・問い合わせ
湯沢市生涯学習推進本部事務局
（生涯学習課社会教育文化班内）
☎73－2163、FAX 72ー8515
k-shogai@city.yuzawa.lg.jp

〒012－8501　湯沢市佐竹町1番1号

水道・下水道

１　下水道のしくみ
　　○所要時間　90分　○分類　視聴覚型・体験型
２　湯沢市の水道料金
　　○所要時間　50分　○分類　視聴覚型
３　湯沢市の水道水
　　○所要時間　50分　○分類　視聴覚型
４　水道施設見学会
　　○所要時間　120分　○分類　体験型

出前講座一覧

戸籍・国保・年金・後期高齢者医療制度

１　湯沢市の国民健康保険（7～9月不可）
　　○所要時間　40～60分　　○分類　聴講型
２　後期高齢者医療講座（7～9月不可）
　　○所要時間　40分　　○分類　聴講型
３　国民年金講座 （7～9月不可）
　　○所要時間　40分　　○分類　聴講型

男女共同参画・少子化対策

１　男女共同参画社会
　　○所要時間　30分　　○分類　視聴覚型
２　少子化の現状と対策
　　○所要時間　30分　　○分類　視聴覚型

国際交流

１　湯沢市の日独交流
　　○所要時間　30分　　○分類　視聴覚型

行政・財政・市税

１　湯沢市の財政状況
　　○所要時間　40分　　○分類　聴講型
２　税のしくみ〈市県民税の申告〉（1～4月不可）
　　○所要時間　60分　　○分類　視聴覚型    
３　 税のしくみ〈固定資産税〉（1～4月不可）
　　○所要時間　60分　　○分類　視聴覚型

くらし・ごみ・環境

１　最近の詐欺の手口
　　○所要時間　45分　　○分類　聴講型・視聴覚型   
２　最近の悪質商法
　　○所要時間　45分　　○分類　聴講型・視聴覚型
３　湯沢市参加・協働のまちづくり
　　○所要時間　30分　　○分類　聴講型・視聴覚型

○
と
　
き　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
問
わ
ず
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時
ま

　

で
の
２
時
間
以
内
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
除
く
）

※

業
務
上
の
都
合
に
よ
り
、
日
時
の
変
更
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
と
こ
ろ　

会
場
は
、
主
催
者
側
で
準
備
す
る
こ
と

○
対
　
象　

市
内
在
住
・
勤
務
・
在
学
し
て
い
る
人
で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
、

　

サ
ー
ク
ル
な
ど
で
、
お
お
む
ね
10
人
以
上
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
団
体

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
　
ご
利
用
の
ル
ー
ル
　
◇

福祉・子育て

１　福祉医療講座（7～9月不可）
　　○所要時間　40分　○分類　聴講型
２　児童虐待防止講座
　　○所要時間　60分　○分類　聴講型 
３　障がい者福祉講座
　　○所要時間　30～60分　○分類　聴講型
４　湯沢市災害時要援護者避難支援プラン〈全体計画〉
　　○所要時間　30～60分　○分類　聴講型
５　生活困窮者自立支援制度
　　○所要時間　30～60分　○分類　聴講型
６　もっと知ろう介護保険
　　○所要時間　40分　○分類　聴講型
７　介護無用講座
　　○所要時間　60分　○分類　視聴覚型・体験型
８　成年後見による生活・財産安心講座
　　○所要時間　60分　○分類　聴講型・視聴覚型
９　医療・介護から地域を考える
　　○所要時間　60分　○分類　視聴覚型
10　認知症サポーター養成講座
　　○所要時間　60～90分　
　　○分　　類　聴講型・視聴覚型

　その他市政に関すること

１　建築家・白井晟一
　　○所要時間　30分　○分類　視聴覚型　　
２　見つめてみよう、湯沢の魅力
　　○所要時間　30～60分
　　○分類　視聴覚型・体験型

しら い せいいち

『
湯
沢
市
出
前
講
座
』

　
　
　
　
今
年
度
も
開
講
し
ま
す

○
講
座
の
実
施

　

希
望
講
座
に
関
す
る
講
師
を
派
遣
し
、
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

　

講
座
を
通
じ
、
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す

○
日
程
な
ど
を
調
整
後
、
決
定
通
知
書
を
発
送

　

申
し
込
み
団
体
、
講
座
担
当
課
と
日
程
や
具
体
的
な
講
座
内
容
な
ど
を

　

調
整
し
、
出
前
講
座
実
施
承
認
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

○
希
望
講
座
を
選
択

　

下
記
出
前
講
座
一
覧
か
ら
希
望
す
る
講
座
を
選
び
ま
す
（
講
座
の
詳
細

　

に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

    

覧
く
だ
さ
い
）

○
出
前
講
座
受
講
申
請
書
に
よ
り
申
し
込
み

　

希
望
実
施
日
の
二
十
一
日
（
三
週
間
）
前
ま
で
に
、
左
記
に
備
え
付
け

　

て
あ
る
申
請
書
に
記
入
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
、
フ
ァ

　

ク
ス
に
よ
る
申
し
込
み
も
可
能
で
す
（
配
布
・
提
出
先
＝
生
涯
学
習
課
、

　

各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
）

教育・文化・スポーツ

１　食育講座
　　○所要時間　30分　○分類　聴講型
２　湯沢市の社会教育
　　○所要時間　30分　○分類　視聴覚型
３　湯沢市の文化財
　　○所要時間　30～45分　
　　○分　　類　聴講型・視聴覚型
４　体力年齢を知って健康保持増進！
　　○所要時間　40～50分　
　　○分　　類　聴講型・体験型
５　　ニュースポーツ紹介
　　○所要時間　30～40分　○分類　聴講型
６　身近で気軽に楽しくスポーツ
　　○所要時間　30～40分　
　　○分類　聴講型・体験型
７　生涯学習のすすめ　
　　○所要時間　45分　○分類　聴講型

選挙

１　くらしの中の選挙（選挙準備期間中は不可）
　　○所要時間　60分　　○分類　聴講型

安心・安全

１　土砂災害講座
　　○所要時間　30分　　○分類　聴講型・視聴覚型

都市計画・交通

１　湯沢都市計画の概要
　　○所要時間　30分　　○分類　視聴覚型

こ
の
出
前
講
座
は
陳
情
の
場
で
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
の
学
習
活
動
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。
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○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
班
（
☎
55
8
0
9
4
）へ

　

法
人
市
民
税
と
は
、
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
ま
た
は
寮
な
ど

が
あ
る
法
人
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　

市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
法
人
・
団
体

な
ど
に
は
、
法
人
市
民
税
の
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
法
人
格
の
な
い
団
体
な
ど
で
も
、
収
益
事
業
を
行
っ
て
い
る
場

　

合
は
「
法
人
」
と
同
様
に
申
告
が
必
要
で
す

・
公
共
法
人
お
よ
び
公
益
法
人
な
ど
の
一
部
と
、
収
益
事
業
を
行

　

わ
な
い
法
人
格
の
な
い
社
団
な
ど
は
法
人
市
民
税
の
申
告
が
必

　

要
で
す

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
も
届
け
出
、
申
告
が

　

必
要
で
す

▼
法
人
市
民
税
▲

▼
法
人
の
届
け
出
な
ど
▲

○
市
内
に
新
た
に
事
務
所
・
事
業
所
を
設
置
し
た
場
合
は
、
事
業

　

開
始
な
ど
の
日
か
ら
二
カ
月
以
内
に
設
置
届
を
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い

○
す
で
に
解
散
や
廃
業
ま
た
は
休
業
し
て
い
る
場
合
は
、
速
や
か

　

に
そ
の
旨
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

○
法
人
の
名
称
・
所
在
地
・
代
表
者
・
資
本
金
な
ど
に
変
更
が
あ
っ

　

た
場
合
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

【
電
子
申
告
に
つ
い
て
】

　

市
で
は
、ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
た
電
子
申
告
な
ど
が
可
能
で
す
。

法
人
市
民
税
の
申
告
が
郵
送
や
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な
く
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
お
よ
び
届
け
出
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
利
用
方
法
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、地
方
税
電
子
化
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

eltax.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

二
十
六
年
税
制
改
正
に
伴
い
、
二
十
七
年
四
月
一
日
以
後

に
新
規
取
得
さ
れ
る
新
車
か
ら
、
左
記
の
と
お
り
新
税
額
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

※27年3月31日以前から所有している車や新たに取得した中古車の場合、27年度の税
額は現行と同じになります。また、27年税制改正により、原動機付自転車や小型特殊
自動車などの税率引き上げ時期が1年延期され、28年度から引き上げとなりました。

　

軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日
現
在
、
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自

動
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

○
納
付
期
限　

6
月
1
日
㈪

※

納
税
通
知
書
は
五
月
一
日
㈮
に
発
送
し
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
付

し
ま
し
ょ
う
。

○
軽
自
動
車
税
の
減
免

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
り
、
歩
行
が
困
難
な
人
が
所
有
す

　

る
車
両
な
ど
は
、
一
定
の
条
件
に
よ
っ
て
軽
自
動
車
税
が
減
免

　

さ
れ
ま
す

・
申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
納
税
通
知
書

　

②
印
鑑

　

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精

　
　

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど

　

④
実
際
に
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

・
申
請
期
限　

5
月
25
日
㈪

・
申
請
場
所　

税
務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

※

減
免
の
対
象
と
な
る
車
両
は
一
台
の
み
で
す
。
自
動
車
税
と
軽

自
動
車
税
両
方
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
納
付
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　
税
務
課
納
税
班（
☎
73
2
1
1
8
）へ

○
課
税
内
容
・
減
免
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
班

　
（
☎
55
8
0
9
4
）
へ

　
ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い

　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
募
集

　

市
で
は
、
中
心
市
街
地
で
新
た
に
事
業
を
始
め
た
い
人
の
た
め

に
、
試
験
的
に
営
業
す
る
場
を
「
ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
設
け
て
い
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、

左
記
の
事
項
を
確
認
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

①
市
内
在
住
で
新
た
に
起
業
を
希
望
す
る
人

　

②
市
内
に
事
務
所
お
よ
び
活
動
場
所
を
有
し
、
公
益
性
の
あ
る

　
　

活
動
を
行
な
っ
て
い
る
市
民
活
動
団
体

　

③
学
生
な
ど
の
う
ち
、
所
属
す
る
学
校
の
協
力
を
得
ら
れ
る
人

※

二
人
以
上
で
一
店
舗
を
共
同
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

◆
と
こ
ろ　

湯
沢
市
駅
通
り
商
店
街
（
サ
ン
ロ
ー
ド
）
チ
ャ
レ
ン

　

ジ
シ
ョ
ッ
プ
2
号
店

◆
利
用
期
間　

6
カ
月
以
内

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

事
業
概
要
書
（
様
式
第
1
号
）、

　

事
業
計
画
書
（
様
式
第
2
号
）、
履
歴
書
な
ど
を
、
ま
る
ご
と

　

売
る
課
商
工
労
政
班
（
☎
55
8
1
8
6
）
へ

湯
沢
市
店
舗
等
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業

◆
対
象
者　

次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
全
て
に
該
当
す
る
事
業
者

　

①
中
小
企
業
基
本
法
（
昭
和
38
年
法
律
第
1
5
4
号
）
に
規

　
　

定
す
る
中
小
企
業
者
で
、
雇
用
保
険
法
（
昭
和
49
年
法
律

　
　

第
1
1
6
号
）
第
4
条
第
１
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
の

　
　

数
が
20
人
（
商
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
属
す
る
事
業
を

　
　

主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
者
に
つ
い
て
は
5
人
）
以
下
の

　
　

事
業
者

　

②
市
税
お
よ
び
市
諸
収
入
金
の
未
納
が
な
い
事
業
者

　

③
当
該
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
つ
い
て
、
市
で
実
施
し
て
い
る

　
　

他
の
制
度
に
よ
る
助
成
を
受
け
て
い
な
い
事
業
者

◆
対
象
物
件

　

事
業
者
が
所
有
す
る
、
市
内
で
現
に
営
業
中
の
店
舗
ま
た
は

　

稼
働
中
の
工
場

◆
補
助
金
額

　

リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
費
用
（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　

額
を
除
く
）
の
25
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
10
万
円
が
上
限

◆
対
象
工
事　

次
の
①
と
②
の
両
方
に
該
当
す
る
工
事

　

①
リ
フ
ォ
ー
ム
に
要
す
る
費
用
（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

　
　

税
額
を
除
く
）
が
20
万
円
以
上
の
工
事

　

②
市
に
登
録
（
小
規
模
修
繕
等
契

　
　

約
登
録
名
簿
か
建
設
工
事
等
入

　
　

札
参
加
有
資
格
者
名
簿
に
登
録
）

　
　

さ
れ
た
建
設
業
者
が
施
工
す
る

　
　

工
事

◆
提
出
書
類

【
申
請
時
】

・
申
請
書

・
工
事
請
負
契
約
書
ま
た
は
請
書
の
写
し

・
工
事
内
訳
見
積
書
の
写
し

・
工
事
を
行
う
部
分
の
着
工
前
の
写
真

・
市
税
に
未
納
の
な
い
証
明
書

・
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
の
写
し
（
納
税
通
知
書
に
同
封
）

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
数
証
明
書

【
完
了
時
】

・
工
事
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
工
事
請
負
変
更
契
約
書

　

ま
た
は
変
更
請
書
と
変
更
見
積
書
の
写
し

・
工
事
完
了
後
の
写
真

・
工
事
代
金
の
領
収
書
の
写
し

◆
申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
添
付
書
類
と
と
も
に
、
ま

　

る
ご
と
売
る
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※

着
工
後
の
申
請
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

◆
実
施
期
限

　

平
成
28
年
3
月
31
日
（
同
日
ま
で
に
工
事
完
了
届
を
提
出
す
る

　

こ
と
が
で
き
る
工
事
で
あ
る
こ
と
）

◆
申
込
締
切
日　

9
月
30
日
㈬

※

予
算
の
都
合
に
よ
り
申
込
締
切
日
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ま
る
ご
と
売
る
課
商
工
労
政
班（
☎
55
8
1
8
6
、ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w
.city-yuzaw

a.jp

）
へ

法
人
税
の
届
け
出
は
お
済
み
で
す
か
？

法
人
税
の
届
け
出
は
お
済
み
で
す
か
？

平
成
27
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の

　
　
　
　
　

税
額
が
変
更
さ
れ
ま
す

平
成
27
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の

　
　
　
　
　

税
額
が
変
更
さ
れ
ま
す

軽
自
動
車
税
の
納
付
と
減
免

軽
自
動
車
税
の
納
付
と
減
免

車　　　　種 旧　税　額

4,000円

3,000円

7,200円

5,500円

3,100円

5,000円

3,800円

10,800円

6,900円

3,900円

新　税　額

自家用

営業用

自家用

営業用

四輪貨物

四輪乗用

軽 三 輪



　

空
き
校
舎
を
有
効
活
用
し
、
地
域
の
活

性
化
と
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
市
遊
休
公
共
施
設
等
利
活
用
促

進
条
例
に
基
づ
き
、
次
の
施
設
の
利
活
用

指
定
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
施
設
】

・
旧
岩
崎
小
学
校
の
一
部
（
施
設
を
貸
し

付
け
し
ま
す
）

・
旧
小
野
小
学
校
の
一
部
（
施
設
を
貸
し

付
け
し
ま
す
）

○
募
集
期
間　

5
月
1
日
㈮
か
ら
29
日
㈮

ま
で

※
利
活
用
指
定
事
業
者
と
し
て
指
定
後
、

施
設
貸
付
料
の
減
額
な
ど
の
奨
励
措
置
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
管
財
班
（
☎
55

8
2
7
6
）
へ

　

雪
下
ろ
し
の
安
全
対
策
・
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
た
住
宅
の
改
修
工
事
費
用
に
対

し
て
補
助
す
る
モ
デ
ル
事
業
へ
の
協
力
世

帯
を
募
集
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人
（
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
65

歳
と
な
る
人
を
含
む
）
ま
た
は
そ
の
人

と
同
居
す
る
人

○
補
助
対
象
工
事　

雪
下
ろ
し
の
安
全
対

策
な
ど
に
要
す
る
五
万
円
以
上
の
工
事

（
雪
下
ろ
し
の
安
全
対
策
を
図
る
た
め

の
命
綱
の
固
定
金
具
の
設
置
工
事
や
屋

根
の
雪
を
溶
か
す
た
め
に
行
う
融
雪
装

置
の
設
置
工
事
な
ど
）

※
未
着
手
の
工
事
に
限
り
ま
す
。
県
の
リ

フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
と
の
併
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

○
補
助
金
の
額　

工
事
費
の
二
十
五
万
円

ま
で

※
工
事
費
が
二
十
五
万
円
を
超
え
た
部
分

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
募
集
期
間　

5
月
中
旬
〜
6
月
下
旬

○
募
集
世
帯
数　

8
世
帯
程
度
（
申
込
者

多
数
の
場
合
は
、
選
考
に
よ
り
補
助
対

象
世
帯
を
決
定
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
そ
の
他　

補
助
対
象
と
な
っ
た
人
は
、

工
事
終
了
後
に
県
が
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
に
協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す

◯
問
い
合
わ
せ　

県
地
域
活
力
創
造
課

（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
1
2
3
8
）

ま
た
は
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
班
（
☎

55
8
1
5
8
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な

た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

5
月
17
日
㈰
午
前
5
時
30
分

〜
7
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

○
コ
ー
ス　

林
道
城
址
線
コ
ー
ス

※
午
前
5
時
か
ら
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
前
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

地
元
の
す
ば
ら
し
い
歴
史
や
文
化
に
触

れ
て
湯
沢
の
魅
力
を
皆
さ
ん
で
再
発
見
し

ま
せ
ん
か
。

○
と　

き　

5
月
22
日
㈮
午
前
9
時
〜
午

後
3
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
内
岩
崎
地
区（
石
孫
他
）、

山
田
地
区（
た
に
し
観
音
他
）

○
参
加
料　

二
百
円

○
対　

象　

市
内
在
住
の
人

○
定　

員　

20
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

5
月
7
日

㈭
午
前
8
時
30
分
か
ら
、
湯
沢
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
お
よ
び
寡
婦

な
ど
が
就
労
ま
た
は
転
職
の
た
め
に
必
要

な
知
識
を
習
得
し
、
生
活
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
県
内
在
住
の
人
に
限
り
ま
す
。

【
経
理
事
務（
日
商
簿
記
3
級
）講
習
会
】

・
講
習
期
間　

5
月
30
日
か
ら
9
月
19
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
（
全
15
回
）

【
調
理
師
試
験
対
応
講
習
会
】

・
講
習
期
間　

6
月
26
日
㈮
、
29
日
㈪
、

7
月
1
日
㈬
、
8
月
11
日
㈫

【
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
】

・
講
習
期
間　

①
7
月
6
日
㈪
〜
10
日
㈮

②
7
月
13
日
㈪
〜
31
日
㈮
お
よ
び
8
月

17
日
㈪
〜
31
日
㈪
の
毎
週
月
・
水
・
金

曜
日
③
9
月
2
日
㈬
〜
10
月
2
日
㈮
の

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

【
介
護
職
員
初
任
者
研
修
講
習
会
】

・
講
習
期
間　

5
月
か
ら
平
成
28
年
2
月

ま
で
の
期
間
の
う
ち
4
〜
6
カ
月
間

◯
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
児

童
福
祉
班
（
☎
78
0
1
6
6
）
へ

施
設
利
活
用
指
定
事
業
者

の
募
集

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2015.05.01
13

2015.05.01
12

安
全
・
安
心
な

雪
下
ろ
し
支
援
事
業

健
康
ウ
ォ
ー
ク

林
道
城
址
線
コ
ー
ス

平
成
二
十
七
年
度
秋
田
県

ひ
と
り
親
家
庭
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
講
習
会

ふ
る
さ
と
め
ぐ
り

ゆ
ざ
わ
岩
崎
・
山
田
地
区

　

家
屋
や
土
蔵
な
ど
の
解
体
時
、
登
録
さ

れ
て
い
な
い
刀
剣
や
鉄
砲
な
ど
を
発
見
し

た
と
き
は
、
登
録
審
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◯
と　

き　

5
月
8
日
㈮
、
7
月
10
日
㈮
、

9
月
10
日
㈭
、
11
月
10
日
㈫
、
平
成
28

年
1
月
8
日
㈮
、
3
月
10
日
㈭
／
毎
回

午
前
9
時
〜
正
午

◯
と
こ
ろ　

県
庁
第
二
庁
舎
4
階
高
機
能

会
議
室

◯
手
数
料　

登
録
申
請
手
数
料
＝
六
千
三

　

百
円
、
再
交
付
申
請
手
数
料
＝
三
千
五

　

百
円
（
証
紙
で
受
け
付
け
ま
す
）

◯
持
ち
物　

①
登
録
し
た
い
銃
砲
刀
剣
類

②
発
見
届
出
済
証
③
手
数
料
④
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
を
確
認

で
き
る
物
⑤
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

◯
問
い
合
わ
せ　

県
生
涯
学
習
課
（
☎

0
1
8
―
8
6
0
―
5
1
9
4
）
へ

【
裁
判
所
・
検
察
庁
・
法
務
局
見
学
ツ
ア
ー
】

・
と　

き　

5
月
14
日
㈭
午
前
9
時
30
分

〜
正
午

・
と
こ
ろ　

秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所
、

秋
田
地
方
検
察
庁
、
秋
田
地
方
法
務
局

・
定　

員　

40
人

【
憲
法
週
間
行
事
「
無
料
法
律
相
談
」】

・
と　

き　

5
月
15
日
㈮
午
前
10
時
〜
午

後
4
時

・
と
こ
ろ　

ア
ト
リ
オ
ン
7
階（
秋
田
市
）

・
定　

員　

27
人

○
申
込
期
間　

5
月
13
日
㈬
ま
で

※
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
①
行
事
名
②

氏
名
③
人
数
④
連
絡
先
を
明
記
）
で
、
左

記
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
地

方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
（
☎

0
1
8
―
8
2
4
―
3
1
2
1
、
℻
0

 

1
8
―
8
2
3
―
8
8
4
9
）
へ

　

個
人
で
使
用
す
る
人
に
限
り
ま
す
。
第

三
者
へ
の
販
売
・
譲
渡
は
で
き
ま
せ
ん
。

伐
採
木
の
積
込
み
・
運
搬
は
、
申
込
者
が

行
う
事
に
な
り
ま
す
。
数
に
限
り
が
あ
る

の
で
、
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

◯
引
き
渡
し
場
所　

①
山
田
象
石
（
湯
沢

自
動
車
学
校
付
近
）
②
下
関
下
川
端

（
山
田
頭
首
工
付
近
）
③
羽
後
町
貝
沢

柳
原
（
大
久
保
堰
付
近
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

5
月
29
日

㈮
ま
で
、湯
沢
河
川
国
道
事
務
所
十
文
字

出
張
所（
☎
0
1
8
2
42
0
1
0
9
）へ

　　

消
防
職
員
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
状
況
を
調
査
す
る
た
め
、
各
家
庭
に
伺

い
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
と　

き　

5
月
16
日
㈯
〜
21
日
㈭

○
調
査
地
域　

市
内
全
域
（
無
作
為
に
抽

出
し
た
世
帯
）

※
消
防
職
員
が
販
売
や
注
文
を
受
け
る
こ

と
は
一
切
し
ま
せ
ん
の
で
、
悪
質
な
訪
問

販
売
に
は
十
分
注
意
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
署

（
☎
73
3
1
5
1
）
ま
た
は
稲
川
分
署

（
☎
42
2
3
3
0
）、
雄
勝
分
署
（
☎
52

3
0
8
0
）、
皆
瀬
分
署
（
☎
46
2
1

 

0
1
）
へ

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◯
と　

き　

5
月
24
日
㈰
午
前
9
時
〜
正
午

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
3

階
会
議
室

◯
受
講
料　

無
料

◯
定　

員　

30
人

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢

雄
勝
広
域
消
防
署
救
急
班
（
☎
73

3
1
5
1
）
へ

　

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市
民
が
参

加
し
、
共
に
助
け
合
い
、
地
域
や
社
会
を

良
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
活
動
や
事
業
に

対
し
、
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
団
体　

市
内
に
活
動
拠
点
を
置
き
、

地
域
活
動
や
福
祉
活
動
を
目
的
と
す
る

非
営
利
な
民
間
団
体

○
助
成
額　

一
団
体
上
限
二
十
万
円

※
五
万
円
以
上
を
申
請
す
る
場
合
は
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
審
査
が
あ
り

ま
す
。

○
応
募
方
法　

5
月
29
日
㈮（
必
着
）ま
で
、

各
地
区
福
祉
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
備

え
付
け
の
申
請
用
紙
に
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い

※
応
募
要
項
、
申
請
書
類
は
湯
沢
市
社
会

福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
共
同
募
金
委
員

会
事
務
局
（
湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
☎
73
8
6
9
6
）
へ

河
川
の
工
事
で
発
生
し
た

伐
採
木（
ヤ
ナ
ギ
な
ど
）

を
無
料
提
供
し
ま
す

赤
い
羽
根
共
同
募
金
公
募
助

成
金
事
業
〜
じ
ぶ
ん
の
ま
ち

を
良
く
す
る
し
く
み
〜

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
調
査
の
実
施

応
急
手
当
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ〈
自
動
体
外
式

除
細
動
器
〉を
含
む
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

裁
判
所
・
検
察
庁
・
法
務
局

見
学
ツ
ア
ー
お
よ
び

無
料
法
律
相
談

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
か
ら
の
お
知
ら
せ



◯
と　

き　

5
月
10
日
か
ら
6
月
21
日
ま

で
の
毎
週
日
曜
日
（
全
6
回
／
午
前
9

時
〜
正
午
）

※
講
習
会
の
初
日
は
雨
天
時
で
も
開
催
し

ま
す
。

◯
と
こ
ろ　

稲
川
交
流
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア

◯
参
加
料　

大
人
＝
二
千
円
、
高
校
生
以

下
＝
千
円

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
斎
藤
（
☎
0
9
0
―
5
8
4

 

6
―
6
7
1
0
、*anzenha-daiichi

　

@
docom

o.ne.jp

）
へ

　

県
内
に
暮
ら
す
外
国
籍
の
人
と
気
軽
に

交
流
で
き
る
Ａ
Ｉ
Ａ
異
文
化
交
流
カ
フ
ェ

を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

5
月
16
日
㈯
午
後
2
時
〜
4

時
○
と
こ
ろ　

秋
田
県
国
際
交
流
協
会
（
ア

ト
リ
オ
ン
1
階
）

○
参
加
料　

二
百
円

○
定　

員　

20
人

○
問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）秋
田
県
国
際
交

流
協
会
（
☎
0
1
8
―
8
9
3
―
5
4

 

9
9
）
へ

硬
式
テ
ニ
ス
講
習
会

異
文
化
交
流
カ
フ
ェ

　6月1日から自転車の運転者が 「危険行為」
を繰り返すと 「自転車運転者講習」 の受講が義
務化されます。
　自転車が関係する交通事故の約6割が自転車
側も法令違反していることが分かっています。
自転車に乗っていて交通事故を起こし、加害者
となった場合、高額な賠償を命じられる場合も
あります。
　自転車に乗っている人の悪質な違反の取り締
まりを強化し、危険行為を繰り返す人の危険性
を改善するために講習制度がつくられました。
※信号無視や酒酔い運転、
　一時不停止など特定の
　「危険行為」 を過去3
　年以内に2回以上繰り
　返すと 「自転車運転者
　講習」 の受講を命じら
　れます。
◯問い合わせ
　くらしの相談課生活環境班（☎55-8069）へ

５月は『自転車月間』です

　森林の持つ役割や重要性、自然環境の保全に対する意識について、参加者みんなで共有し、森・林・
木が森づくりを支えている意識を高めるため、開催します。

　○と　き　6月5日㈮／雨天決行
　○ところ　湯沢市山田堂ケ沢、切畑、蓮花台、上畑地内
　○参加料　大人五百円（材料代ほか／当日徴収）
　○定　員　30人（先着順）
　◯持ち物　昼食・飲み物・雨具・タオルなど
　◯日　程　

　◯申し込み・問い合わせ　5月22日㈮まで、農林課農地森林整備班（☎78-1172）へ

広域交流センター裏駐車場集合・受け付け
広域交流センター裏駐車場出発
山田堂ケ沢最禅寺到着・開会式
最禅寺モミの木3本の探訪、観察
阿黒王名水・岩、大杉、貝化石の探訪、観察
山田地区センター昼食と自由時間
講話（山菜・きのこ・高山植物の基礎知識とマナー）
閉会式
山田地区センター出発
広域交流センター裏駐車場到着・解散

8：40
8：55
9：10
9：20～9：50
10：05～11：40
12：00～13：00
13：00～14：30
14：40
14：55
15：10

巨樹・名水探訪と山菜・きのこ・高山植物講座巨樹・名水探訪と山菜・きのこ・高山植物講座

2015.05.01
14

2015.05.01
15

【運動の重点】
 ◇自転車の安全利用の推進
 ◇全ての座席のシートベルトとチャイルドシー
 　トの正しい着用の徹底
 ◇飲酒運転の根絶
 ◇横断歩行者の交通事故防止

　運動の基本は、『子供と高齢者の交通事故防止』
です。
●子どもと高齢者に対する思いやりのある運転を心
　掛けましょう
●交通ルールを守り、無理な横断や信号無視はやめ
　ましょう
●信号のない横断歩道は歩行者優先です。運転者は
　歩行者を横断させてあげましょう
●夜のお出掛けは反射材をつけて目立つ服装を心掛
　けましょう

　秋田県国際交流協会では、県内で学ぶ外国出身の
学生と自由に交流できるプログラム 「あきたのファ
ミリー」 に参加してもらえる家庭を募集しています。
◯申し込み・問い合わせ
　公益財団法人秋田県国際交流協会
　（☎018-893-5499）へ

◯問い合わせ
　くらしの相談課生活環境班（☎55-8069）へ

5月20日㈬は
「交通死亡事故死ゼロを目指す日」です

＜期間 5月11日㈪～20日㈬＞
春の交通安全運動春の交通安全運動春の交通安全運動

【人権擁護委員】

　麻生さんは、湯沢人権擁護委員協議会の会長を1
年間および副会長を5年間務め、協議会の充実・発
展に貢献されました。

外国出身の学生との交流事業外国出身の学生との交流事業

あきたのファミリー募集あきたのファミリー募集

平成15年4月1日～27年3月31日
（4期12年）

法務大臣感謝状

麻　生　圭　一
あそう けいいち

さん（76）

　4月22日、湯雄医師会病院を新山豊長寿福祉課長
が訪れ、100歳の誕生日を迎えた伊藤さんに祝い状
とお祝い金を手渡しました。
　現在は4人部屋で生活を送っていますが、温厚な
性格の伊藤さんは、病院内でも穏やかに過ごしてい
るそうです。
　100歳を迎え伊藤さんは「皆さんによくしてもら
い、こうして長生きができ、祝福もされ最高に幸福
です」と感謝の気持ちを話してくれました。

にいやまゆたか

さん （湯雄医師会病院）

おめでとうございます　100歳長寿
伊　藤　要　吉
い とう よう きち

▲100歳の誕生日を迎え、祝い状を受ける伊藤さん

　4月20日、100歳の誕生日を迎えた長谷山さんが
入所しているグループホーム夕陽の丘山田を奥山耕
伸福祉保健部長が訪問し、祝い状とお祝い金を手渡
しました。
　当日は、長谷山さんの誕生日会が行われ、花束や
手作りのプレゼントの贈呈、長谷山さんの若いころ
からの写真の紹介が行われました。息子さんが「た
くさんの人にお祝いされ、母はとても幸せ者です」
と感謝の言葉を述べていました。

さん （グループホーム夕陽の丘山田）

おめでとうございます　100歳長寿
長谷山　ア　イ
は やませ

▲誕生日会には多くの人が集まり、うれしそうな長谷山さん

おくやまこう

しん



　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地
域
社
会
の
新
し

い
担
い
手
と
し
て
、
地
域
外
の
人
材
を
受
け
入

れ
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
取
り
組
み

で
す
。
湯
沢
市
は
、
協
力
隊
員
に
活
動
を
委
嘱

す
る
形
態
を
と
っ
て
お
り
、
隊
員
は
一
年
か
ら

三
年
ま
で
、
地
域
で
生
活
を
し
な
が
ら
、
各
種

活
動
を
行
い
ま
す
。
市
で
は
、
平
成
二
十
五
年

か
ら
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
お
り
、現
在
、私
た

ち
三
人
が
協
力
隊
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

地
域
お
こ
し
小
町
隊
（
市
ま

　

る
ご
と
売
る
課
内
☎
73
２
１
１
１
内
線

　

３
６
４
）
へ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
っ
て
？

2015.05.01
17

2015.05.01
16

　

　

こ
の
一
年
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
岩
崎
地
区
末
広
町
の
鹿
嶋
様
づ
く
り

で
す
。
着
任
早
々
、
渋
谷
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
開
催
さ

れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
経
験
の
蓄
積
に
よ

る
静
か
な
連
係
プ
レ
ー
で
作
ら
れ
て
い
く
様

子
が
と
に
か
く
面
白
く
、
完
成
し
た
鹿
嶋
様

が
「
女
性
」
だ
と
い
う
こ
と
が
イ
ン
パ
ク
ト

を
決
定
的
な
も
の
に
し
ま
し
た
。

　

湯
沢
の
文
化
、
ひ
と
、
暮
ら
し
。
そ
の

「
ふ
つ
う
」
の
魅
力
を
、
よ
り
深
く
探
索
・

経
験
し
な
が
ら
、
内
外
に
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　

　

活
動
を
振
り
返
り
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

湯
沢
西
小
学
校
三
年
生
の
授
業
に
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
い
た
活
動
で
す
。
発
表
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の

気
持
ち
や
個
性
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り

た
い
！
伝
え
た
い
！
」
と
い
う
強
い
気
持
ち

が
伝
わ
り
、
私
自
身
も
も
っ
と
湯
沢
の
事
を

知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

湯
沢
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
、
今
後
何
か
取
り
組
み
が
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
中
で
も
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
道
の
駅
で
の
観
光
案

内
。
ま
さ
か
湯
沢
で
！？
と
思
う
よ
う
な
か
た

（
私
の
地
元
の
同
じ
学
区
の
ご
夫
妻
や
、
東

京
の
親
し
い
友
達
の
友
人
な
ど
）
と
の
偶
然

の
出
会
い
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
か
た
が
湯
沢

を
訪
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

二
年
目
と
な
る
こ
れ
か
ら
は
、
湯
沢
に
あ

る
も
の
を
掛
け
合
わ
せ
た
り
、
見
せ
方
を
変

え
た
り
す
る
こ
と
で
、
よ
り
湯
沢
の
魅
力
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
Ｈ27年Ｈ26年

このほかに、小学校の地域学習のお手伝いや地域行事への参加など、ここでは紹介しきれませんが、さまざまなことに関わ
らせていただきました。また、それぞれ興味ある分野での活動として、視察対応（岩間）や児童館訪問（増永）、伝統行事・
工芸振興（荻原）などを行いました。

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月5月4月

観光案内業務（道の駅おがち） こまち女酒会実行委員会

観光ＰＲ活動（グッズ作成などを含む）

こまち学研究所設立準備

各種お祭り・イベント対応／ツアー企画

　

う
つ
病
は
、
日
本
人
の
十
五
人
に
一
人

が
経
験
す
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
身
近
な
病

気
で
す
。
あ
な
た
の
身
近
な
人
が
、
あ
る

い
は
あ
な
た
自
身
が
う
つ
病
に
な
る
可
能

性
も
、
決
し
て
ゼ
ロ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

う
つ
病
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
、

ま
た
適
切
な
対
処
が
で
き
る
た
め
に
も
、

う
つ
病
を
正
し
く
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
う
つ
病
」
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来

事
や
体
験
で
感
じ
る
強
い
ス
ト
レ
ス
、
過

度
の
疲
労
、
そ
の
人
の
性
格
や
考
え
方
な

ど
が
相
互
に
影
響
し
合
い
、
脳
内
に
ト
ラ

ブ
ル
が
生
じ
て
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下

し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。「
怠
け
て
い
る
」

「
甘
え
て
い
る
」
な
ど
と
誤
解
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
脳
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
病
気
で

あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
は
理
解
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
前
回
は
「
う
つ
病
の
自
己

チ
ェ
ッ
ク
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
「
周
り
の
人
が
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
」

で
す
。
上
記
の
項
目
を
は
じ
め
、
少
し
で

も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
医
療
機

関
を
受
診
す
る
か
保
健
所
な
ど
に
相
談
す

る
よ
う
に
勧
め
ま
し
ょ
う
。
本
人
が
嫌

が
っ
た
り
、
拒
否
し
た
り
す
る
場
合
は
、

そ
の
人
が
信
頼
す
る
家
族
や
友
人
、
上
司

な
ど
か
ら
勧
め
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
本

人
の
代
わ
り
に
家
族
な
ど
が
受
診
・
相
談

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

ほっと
　サロン

話
せ
る
場
所
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

お
茶
っ
こ
飲
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
お
話
し
ま
せ
ん
か
。

▽
次
回
は
、「
う
つ
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

どブし「でああチ今で

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信一緒に考えてほしい
大切な“いのち”
守るためにできること

～第７回　周りが気付くうつ病のサイン～～第７回　周りが気付くうつ病のサイン～

○
５
月
13
日
（
水
）
雄
勝
文
化
会
館

○
　　

20
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
６
月
３
日
（
水
）
稲
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
　　

10
日
（
水
）
湯
沢
市
役
所
皆
瀬
庁
舎

【周りの人ができるチェック】
□以前と比べ表情が暗く、元気がない
□体調不良の訴え（身体の痛みやけんたい感）
　が多くなった
□仕事や家事の能率が低下、ミスが増えた
□周囲との交流を避けるようになった
□遅刻・早退・欠勤（欠席）が増えた
□趣味やスポーツ、外出をしなくなった
□飲酒量が増えた　　　　　　　　　　など
（厚生労働省「うつ対策推進方策マニュアル」より）

　

　こ
んに
ちは！

　

　こ
んに
ちは！

　地
域おこ

し小町隊です！　　地
域おこ

し小町隊です！　

■荻原　佳
　秋田市出身

□任　期　
　平成26年１月～

■増永　洋子
　東京都出身

□任　期
　平成26年４月～

■岩間　美幸
　愛媛県出身

□任　期
　平成26年4月～

　　いわま　　　　　　　みゆき

　ますなが　　　　　　ようこ

　おぎわら　　　けい

小
町
隊
活
動
日
記

主な活動

ホット
スマイル

父親のように地図に残る仕事ができるよう頑張りたい
「地元の建設会社で働く」

髙橋　一路さん
Ka z um i c h i　T a k a h a s h i

担
当
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q
山
や
河
川
な
ど
の
建
設
現
場
で
の
業
務
の
ほ
か
、
最

近
は
工
程
管
理
な
ど
工
事
管
理
の
業
務
に
も
少
し
ず

つ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

A
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

Q
進
学
で
一
度
地
元
を
離
れ
ま
し
た
が
、
地
元
湯
沢
が

好
き
で
戻
り
た
い
と
の
思
い
が
強
か
っ
た
こ
と
と
、

子
供
の
こ
ろ
か
ら
建
設
会
社
で
働
い
て
い
る
父
親
の

姿
を
見
て
建
設
業
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。

A
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
休
日
は
大
型
バ
イ
ク
で
の
ツ
ー
リ
ン
グ
や
、
地
元
の

吹
奏
楽
団
で
の
活
動
の
ほ
か
、
最
近
で
は
和
太
鼓
を

習
い
始
め
ま
し
た
。

A
職
場
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
？

Q
ベ
テ
ラ
ン
の
先
輩
た
ち
が
、
仕
事
の
経
験
談
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
話
を
気
軽
に
し
て
く
れ
ま
す
。
職
場
で
一
番
若

い
こ
と
も
あ
り
、
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

A

Vol.71フレッシュな若者が登場するコーナーです

今
後
の
抱
負
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

QA
父
か
ら
教
え
ら
れ
た
『
手
を
抜
か
ず
常
に
先
の
こ
と

を
考
え
な
が
ら
仕
事
の
段
取
り
が
で
き
る
技
術
者
』

に
な
り
た
い
で
す
。
現
場
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
土
木
施
工
管
理
技
士
の
資
格

取
得
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
の
大
変
な
と
こ
ろ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
は
？

Q
大
き
な
も
の
を
作
る
仕
事
で
す
が
、
数
ミ
リ
単
位
の

違
い
も
許
さ
れ
な
い
厳
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
現
場
の

環
境
な
ど
で
臨
機
応
変
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
知
識

を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
大
変
で
す
が
、
工
事

が
完
成
し
は
っ
き
り
と
し
た
形
が
残
る
も
の
が
で
き

た
と
き
は
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

A
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男女共同参画・少子化対策
通信
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みんなで目指そう、世界ジオパーク！

「第４回ゆざわジオパーク
       　　　　フェスティバル」開催 !
「第４回ゆざわジオパーク
       　　　　フェスティバル」開催 !

　このイベントは、「ジオパークって、何だか難しそう・・・」と感じている人でも楽しめるように、　創作コーナー
や体験コーナーを多く設置して、ジオを身近に体験してもらうために開催しており、今回が4回目となります。
　フェスティバルは、どなたでも参加できますので、たくさんの市民の皆さんの参加をお待ちしております。

　あきた結婚支援センターでは個別のマッチング事
業を実施しております。3月末現在の登録者数は
1902人（男性1164人、女性738人）で、これまでの
成婚報告者数は585人に達しました。会員登録（登
録料1万円・3年間有効）をしていただき、セン
ターのパソコンを使ってお相手を探します。コー
ディネーターが登録からお付き合いまで親切に助言
しますので、安心して相談いただけます。会員の個
人情報は厳守します。

○申し込み・登録のご相談　あきた結婚支援センター
　（☎0800－800－0413）へ　
※北（大館市）、中央（秋田市）、
南（横手市）の各センター共通
です。

　県では、出会いや結婚を希望する独身のかたをサ
ポートする「出会い・結婚支援活動」を行うボラン
ティアとして『結婚サポーター』を募集しています。

○活動内容
・出会いや結婚に関するお世話やアドバイス
・あきた結婚支援センターの紹介や出会いイベント
　参加のおすすめ
・サポーター交流会での情報交換
・出会いイベントの企画・開催のお手伝いなど

○活動期間　平成27年度に登録した人は、30年3月
　31日までとなります

○活動までの流れ　あきた結婚支援センターの研修
　を2時間ほど受講すると、「身分証」が交付され、
　あきた結婚支援センターのウェブサイトにサポー
　ターのお名前と市名が掲載されます

○申し込み・問い合わせ　企画課男女共同参画・少
　子化対策室（☎55－8274）へ

「結婚サポーター」募集 「あきた結婚支援センター」
　　　　を利用しませんか！

真剣に結婚を考えているかたへ

ながい　のぶゆき
▲昨年度、新規に推進員に
　認定された永井信行さん。
　湯沢市では、現在6人の
　F・F推進員がいます

※Ｆ・Ｆとは、仕事や家庭、社会へ男女が共に協力し合いながら参画しあう
という意味を込めた『Fifty・Fifty』の略。

「あきたF・F推進員」募集「あきたF・F推進員」募集「あきたF・F推進員」募集

○問い合わせ　企画課男女共同参画・少子化対策室（☎55－8274）へ

　県では、地域における男女共同参画の推進に関する施策・事業がより
効果的に行われることを目的に、推進的役割を担う推進員を募集しま
す。（県が指定する研修を受講し、必要単位を取得後、県知事より正式
に「あきたF・F推進員」として認定されます）

5月14日（木）応 募 締 切
「ジオパーク」出前講座
  申し込み・問い合わせｉ

　出前講座についての問い合わ
せは、担当までご連絡ください。
◆担当　湯沢市ジオパーク推進
　協議会事務局（まるごと売る
　課ジオパーク推進室☎55‒8195
　／直通）

▲ゆるキャラ「しず小町」と触れ合え、
　記念撮影もできます

▲すごろくだけでなく、手作り体験など
　を通して、家族でジオパークの世界に
　触れることができます

前
回
の
ジ
オ
フ
ェ
ス
の
模
様

ゆざわジオパークキャラクター
「しず小町」

手作り体験コーナー（缶バッジ・ペーパークラフト）、キャラクターぬり絵、ゆざわジオ
パークすごろく大会、いろいろな岩石に触れてみようコーナー、ジオガイドが作った
湯沢のみどころパネル展、ジオカフェなどのイベントを予定しています。

場所：イオンスーパーセンター湯沢店
　　　特設会場（「虹こまち」さん隣）
参加費無料！！　どなたでも参加できます！
※このジオパークフェスティバルは、「地質の日」関連イベントです。

5月6日㈬ 10：00～16：00
しず
小町

　登
場！



図書館を活用しよう⑦閉架書庫の本もご利用ください。
　書架に一定以上詰め込むと、密着して本が取り出しにくく
なったり、変形したりしてしまいます。そこで、出版から
時間が経過し、同じような内容でより新しい本があるもの、
利用頻度が低いもの、二度と手に入らない貴重な資料などは
『閉架書庫』に収納しています。書庫の本は、職員がお持ち
しますので、気軽にお尋ねください。

湯

雄
湯

雄

書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

さわるめいろ 2
こんこんとやさしいやさい
はらぺことらたとふしぎなクレヨン
やさしさとおもいやり 

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

村山　純子

とみながまい

あまんきみこ

宮西　達也

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝ 図書館（湯沢図 ☎733040）、
＝ 図書館（雄勝図 ☎525387）、

湯

湯
雄

稲

稲
皆

せかいのこっき旧日本軍の『泣ける話』

　世界にはどんな国旗がある？
どんな形や色をしている？動物
や星は何をあらわす？196の国
旗データを掲載。アジア、オセ
アニア、ヨーロッパ、アフリカ、
南北アメリカなど、地域別の世
界地図も掲載されているので、
国旗の由来と併せて世界地理も
学べる、カラフルな絵本です。

平岡　一二

川合　美絵

みなくちなほこ

深谷　敏雄

湯

稲
雄

皆

新新着着図書書案案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

月月555 トトイイ・・・・・・ トトンンンイベイベイベベの特集・イ・イ月月 ベンベンベンン月月 トトベ トト月 ・イベイベンベント
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宇川　　育／著
ひかりのくに
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　太平洋戦争を知っていますか？
今年は終戦から70年の節目を迎え
ます。あの戦争を実際に知ってい
るかたがどんどん少なくなってい
くなかで、70年前に起きた出来事
を私たちはさまざまな形で知り、
後世にしっかりと伝えていきたい
ものです。

永野　次郎／編

雄勝城物語

日本百名山トレッキングコースガイド 上・下

たった5分焼くだけ　時短・簡単グリルレシピ

日本国最後の帰還兵　深谷義治とその家族

▲収容能力を優先させた可動式の書架
　利用者用検索機やインターネットで検索した資料の「場所」が『書庫』
『閉架書庫』と表示される資料を収納しています

湯 雄

稲
と　き：5月16日㈯ 午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど 

と　き：5月9日㈯ 午前10時
ところ：雄勝図書館 児童コーナー   と　き： 日㈯ 午前10時30分

ところ：湯沢図書館 児童室 ☆おはなしボランティア「おはなしはあと」では随時会員を   
　募集しています。おはなし会の見学も可能です。   

★おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を
募集しています。おはなし会の見学も可能です。

みんなの森 おはなしみんなの森 おはなし会みんなの森 おはなし会みんなの森 おはなし会みん なしし会

おはなしの会 りおはなしの会おはなしの会おはなしの会お ひひまわりひまわりまわり」」」」

児　童　前半
　　　　後半 」

般
児 童 前半児　童　前半児 童 前半児　
　　　　後半　　　　後半後半 」」

一　般般一
か 」

般
しかぞくのおはなしかぞくのおはななし」」

一　般般一

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

107

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報

2015.05.01
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【第33回湯沢七夕健康マラソン大会】
○期　日 8月7日㈮
○申込期限 6月19日㈮
詳しくは、七夕マラソン実行委員会事
務局（生涯学習課スポーツ振興班内）へ

【パークゴルフ場】
　5月1日から利用可能です。

○と　き 5月の第2・4月曜日、6月の
第3・4月曜日、7月の第1・2月曜日（全
6回）／午後1時30分～3時30分

○ところ　総合体育館
○種　目　わなげ、フライングディス
ク、ミニテニス、フロアカーリング

○講　師　三浦敬樹さん（健康運動指
導士）

○対　象 市内在住の18歳以上の人
（高校生を除く）
○定　員 30人（先着順）
○参加料 1期1,000円
○申し込み・問い合わせ 5月11日㈪
まで、参加料・印鑑を持参の上、総
合体育館（☎72‒6500）へ

○と　き 6月16日から12月1日まで
の毎週火曜日（全24回）／午後7時～
9時

○ところ 総合体育館、Ｂ＆Ｇ海洋セン
ターほか
○内　容　有酸素運動、水中運動、レ
クリエーションスポーツ、体力測定、
体脂肪測定ほか

○講　師　三浦敬樹さん（健康運動指
導士）

○対　象 市内在住の18歳以上の人
（高校生を除く）
○定　員 40人（先着順）
○参加料 5,000円
○申し込み・問い合わせ　6月10日㈬
まで参加料・印鑑を持参の上、総合
体育館（☎72‒6500）へ

　親子一緒での体操や、リトミッ
クを取り入れたリズム運動でお
子さんの運動能力と心の発達を
促すことを目的としています。
○期　間 5月21日から平成28
年2月18日までの木曜日（月
2回・全18回）
○対　象 4月1日現在で満2・3
歳（親子30組）
○参加料 5,000円（自己負担
別途あり）を添えて総合体育
館（☎72-6500）へ

○と　き 6月14日㈰
○ところ　総合体育館
○参加資格　市内在住の20歳
以上の女性
○参加費 1チーム2,000円
○申込期限 6月5日㈮
○監督会議 6月10日㈬午後6
時30分／本庁舎2階会議室
26で行いますので代表者1人
は出席してください
※組み合わせ抽選も行います。
大会要項や申し込み方法などの
詳細は、電話で問い合わせいた
だくか、ホームページをご覧く
ださい。

　全全国で5月27日 が参に開催するチャレンジデーに、今年も湯沢市が
加します。市民の皆さんはもちろん、市外にお住まいの人もこの日します。市民の皆さんはもちろん、市外にお住まいの人もこの
は市市内でチャレンジデーに参加しましょう。
　当当日のイベントなどは、5月15日 くだ号の折り込みチラシをご覧く
さいい。皆さんのご参加をお待ちしています。
○とと　き 5月27日㈬午前0時から午後9時まで
○対対象者　この時間内に市内にいる人
○参参加方法　市内で、15分 ング、以上継続して運動すること（ウオーキン
サイクリング、歩きながらの買い物など体を動かすことならなんサイクリング、歩きながらの買い物など体を動かすことならな
ででもOK）

○参参加報告 どに　湯沢市役所、総合体育館、各生涯学習センターなど
置置いてある報告用紙を電話（FAX いた）または直接会場にて報告い
だだいてもOKです

○募募 集 あるボランティアスタッフを募集しております。興味のあ
人人は問い合わせください

○問問い合わせ ポー　湯沢市チャレンジデー実行委員会（生涯学習課スポ
ツ振興班内）へツ振興班内）へ

チャレンジデー2015
みんなで目指せ金メダルなで目指せ金メダルみんなで目指せ金メダルなで目指せ金メダみみ

ポ ツの力で
ツ

でで
ス ーツの力で
ーツの力でで
ポースススポスポスポー

湯沢市８人制バレーボール大会
　　
○

　　　　　　　　　　　　　　　○と き 6月14日㈰
第47期
カンガルースクール
（親子体操教室)参加者募集

根本　弘子（沖田）
三浦　敬樹（西愛宕町）
金野　　東（岡田町）
古川　　勉（岡田町）
本間佳代子（山田）
奥山　智隆（下関）
菊地　将秀（森）
佐藤さとみ（八幡）
高久　義和（倉内）
小原　民男（倉内）

高橋　英秋（相川）
柴田　昌子（相川）
高橋　美雅（高松）
新山　久英（稲庭）
沼倉美知子（稲庭）
佐藤　進一（川連）
遠藤　悦子（川連）
滝　万貴子（川連）
井上　　匡（川連）
井上晋太郎（川連）

村上　聖子（駒形）
高橋　英成（駒形）
山田　　要（駒形）
中村　　長（下院内）
鹿角　明香（下院内）
高橋八太郎（秋ノ宮）
菅　　由恵（秋ノ宮）
佐藤　浩子（秋ノ宮）
平塚　昭憲（横堀）
赤平　幸子（小野）

高橋　　幸（小野）
菅　　洋介（小野）
石川　恵子（桑崎）
狩野　将喜（桑崎）
中山江利子（皆瀬）
兼子　正寛（皆瀬）
高橋　正志（皆瀬）
高橋可奈子（皆瀬）
高橋　真也（皆瀬）
佐藤　公士（皆瀬）

　市が主催するスポーツ行事の支援や指導者
として、教育委員会が委嘱する非常勤職員で、
これから2年間、地域のスポーツの振興を推進
する役割を担います。

平成27年度
湯沢市スポーツ
推進委員紹介

生涯スポーツ教室第１期参加者募集‼

生きがい健康教室参加者募集‼

スポーツイベント・施設情報

（敬称略）

みうら けいき

みうら けいき



英語の勉強をがんばって
水野錬太郎顕彰会卒業祝い記念品贈呈式
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百万遍祈念・大般若祈祷

いしかわ　　すけ

みず の れん た ろう　

みず の まさかず

きょう

　3月1日、湯沢市ふるさとふれあいセンターで、岩崎
地区出身の小学校6年生11人に英和辞典の贈呈式が行わ
れました。
　これは、岩崎で幼少期を過ごし、大正から昭和初期に
かけて内務大臣などを務めた水野錬太郎氏の功績を語り
継ぐ水野顕彰会（石川恭助会長）が、水野さんが学生時代、
当時は貴重だった英語の辞書を書き写して勉学に励み、
大臣となったことに学び、中学校で英語の勉強をがん
ばってほしいと行っているものです。
　式では、水野さんの孫にあたる水野政一さん（上野の森
美術館館長）が児童一人一人に辞書を手渡していました。

情報共有し魅力を発信
湯沢市観光案内団体交流会

　3月13日、湯沢ロイヤルホテルを会場に湯沢観光案内
団体交流会が開催されました。
　交流会には市内で観光案内を行っている5団体が初め
て一堂に会し、各会の紹介や今までの活動内容の報告を
行いました。参加者は、他の観光案内団体の報告に熱心
に耳を傾けていました。
　幹事を務めた湯沢観光ガイドの会の小嶋さんは「これ
からは情報を共有していくことが大切だと思い、この交
流会を企画した。お互いに持っている情報を共有し、自
分たちも楽しみながら湯沢の良さを観光客に伝えていき
たい」と話していました。

　
　

▲水野政一さんから辞書を受け取る児童

▲青空に県内外の伝統だこや創作だこなどが揚がりました

色とりどりのたこが空を舞う

▲講演内容に真剣に耳を傾けていました

農業問題について考える
湯沢市農事講演会 国道をきれいにしよう!

国道13号一斉クリーンアップ
　4月19日、明るい社会づくり運動秋田県南ブロック協
議会主催の第28回国道13号クリーンアップが一斉に行わ
れました。
　冬期間に道路沿いに捨てられたごみが雪消えとともに
目立つようになるこの時期、沿線住民や団体、事業所な
どが参加し、毎年行われているものです。
　最近は、環境美化運動や環境保護への意識の高まりで、
ごみは減ってきてはいるものの、道路沿いや側溝には空
き缶やペットボトルなどの空き容器やビニール袋などの
ごみが捨てられており、参加者は春の日差しを浴びなが
らごみを拾っていました。

▲ごみ拾いを行う参加者

▲それぞれの団体で作ったスタッフジャンパーを着て、活動内容を紹介

▲出火想定現場で放水している消防団

訓練の成果を今後に生かす
春の火災予防運動－消防署・消防団合同駆付訓練

　3月26日、弁天地区林松寺にて「百
万遍祈念・大般若祈祷」が行われ、地
元住民約30人が参加しました。
　打ち鉦に合わせ、念仏を唱えながら
数珠を回し、それぞれが諸願成就を祈
りました。
　

　4月3日、幡野・新田会館で、8人
が参加して、数珠回しが行われました。
　念仏の内容により5回に分けられ、
太鼓の音に合わせて念仏を唱えながら、
約9メートルの数珠を10回ずつ回して
いました。

湯沢市地域福祉セミナー

第58回湯沢市凧あげ大会
たこ

　4月10日、春の火災予防
運動に合わせ、湯沢雄勝広
域消防署と市消防団湯沢分
団90人による、緊急時の対
応と火災防御技術の向上を
目的とした駆付訓練が行わ
れました。　
　当日は、市内の施設から
出火したとの想定で訓練を
開始。今回は新しい取り組
みとして、水の確保を連携
して行う組織的な消火活動
を実施しました。

　3月15日、湯沢市Ｂ＆Ｇ
海洋センター前広場で行わ
れた湯沢市凧あげ大会。県
内外のたこ愛好者や、親子
連れなど約200人が参加し
ました。
　今年は天気と風に恵まれ、
参加者によるたこの揚がり
具合を競う競技のほか、た
こから落下傘でお菓子をま
くイベントなども行われ、
子どもたちの歓声が響いて
いました。
　

　3月8日、湯沢グランドホテルで、
湯沢市地域福祉セミナーが行われまし
た。厚生労働省社会・援護局生活困窮
者自立支援室長の熊木正人さんら3人
による講演が行われ、参加者は熱心に
聞き入っていました。

くま き まさ と

涅槃会／数珠回し
ね はん

　3月5日、湯沢文化会館
において湯沢市農事講演会
が開催され145人が参加し
ました。
　講師としてキャノングロ
ーバル戦略研究所研究主幹
の山下一仁さんが「農業立
国に舵を切れ」を演題に講
演しました。講演後の質疑
応答では、参加者が積極的
に質問し、農業問題に対す
る関心の高さが伺えました。

やましたかずひと

かね

こ じま



■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。
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末　広　町
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森　　　合

中 川 原 ２

御嶽町第１

杉沢新所上
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森　　　上

森　　　合

岡　　　田

宇 留 院 内

愛宕町第５

新　　　町

中 川 原 ２

松並表通り

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

日　吉　２

飯　　　田

大　　　倉

麓　　　２

88

81

81

83

4. 4

4.11

4.12

4.12

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

シャイントピアみなせ

シャイントピアみなせ

シャイントピアみなせ

94

86

86

4. 2

4. 7

4. 8

本　人

本　人

本　人

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

あいり

ね　ね

須 藤　愛 梨ちゃん

加 藤　寧 音ちゃん

3.30

4. 5

上　八　幡

下　関　下

憲哉さん・早苗さん

裕さん・晃子さん

2015.05.01
24

吹　子

孝　夫

旭　則

本　人

勝　美

源　一

ヤ　エ

一　夫

昭　一

幸　悦

和　夫

ふみ子

マサ子

本　人

繁　男

忠　一

洋　幸

佐 藤 正二郎さん

佐々木 ウ ンさん

武 藤　義 男さん

髙 橋　理 一さん

藤 田　雄 一さん

藤 𠩤 ノブヱさん

阿 部 金次郎さん

伊 藤　ユ リさん

小 塚　ト ヨさん

渡 部　ワ イさん

石 川 ヨネヨさん

沓 澤　ミ サさん

高 橋　　 一さん

近 藤　ヒ サさん

内 藤　ヨ ネさん

藤 𠩤　イ スさん

柴 田　道 子さん

藤 原　美 榮さん

佐々木 精 一さん

髙 橋　武 夫さん

井 上 アキ子さん

4月15日届け出分まで

4月15日届け出分まで

佐 藤　儀 助さん

後 藤　チ ヱさん

遠 藤　堅 逸さん

本　人

佳　信

宏

重　市

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

浅　　　萩

平　成　園

新　馬　場

新　馬　場

水　　　口

水　　　口

76

98

80

78

79

95

4. 1

4. 2

4. 3

4. 6

4. 7

4.14

勝　義

本　人

本　人

吉　二

本　人

本　人

由 利　勝 郎さん

黒 沢　サ キさん

塚 本　文 　さん

戸 田　浅 治さん

門 𦚰　ユ リさん

門 𦚰　マ サさん

●皆瀬地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

こうが

　　　あらた

高 橋　皇 雅くん

髙 橋　　 新くん

3.30

4. 3

貝　　　沼

羽　　　場

政稔さん・里実さん

千晴さん・紀子さん

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

れいか

髙 橋　麗 華ちゃん 4. 8 中　町　２拓さん・瑠菜さん

月月5

2015.05.01
25

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ
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金
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○問い合わせ　秋田行政評価事務所行政相談課（☎018-824-1426）

～無料・秘密厳守～■行政相談委員の相談所開設日と会場

開設時間

午前１０時～正午

地　域
湯沢地域
稲川地域
雄勝地域
皆瀬地域

　　  会　　　　場
湯沢市役所１階 会議室16
稲川農村環境改善センターサークル室
雄勝文化会館ふるさとホール
皆瀬開発総合センター１階

開設日

５月20日㈬

5月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

（２日連続です）

25日㈪
30日㈯・31日㈰

12日㈫ １０：００－１０：３０
１４：００－１６：００
１０：００－１０：３０
１１：３０－１２：００
１５：００－１６：３０
１０：００－１１：４０
１３：００－１６：００

エドモンド・オブティクス・ジャパン㈱秋田工場
Ｊ Ａ こ ま ち 本 店
㈲ み な せ 木 工
皆 瀬 総 合 支 所
光ガラス㈱秋田加工工場

イオンスーパーセンター湯沢店

全血

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○ゆざわ新鮮楽市
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ0才児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／スキンシップ遊び
●「スポーツを楽しむ日」（一般開放）〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時

○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕午後1時30分～3時30分

○ゆざわ新鮮楽市
○祝祭日救急歯科診療　志水歯科医院（羽後町／☎621338／
　午前９時～正午）
●第2回湯沢市長杯争奪8人制バレーボール県南大会〔総合体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○祝祭日救急歯科診療　柴田歯科医院（羽後町／☎625001／
　午前９時～正午）

○祝祭日救急歯科診療　田尻歯科医院（湯沢／☎721288／
　午前９時～正午）

●第35回秋田県社会人ハンドボール選手権大会〔～5日、総合体育館〕

○ゆざわ新鮮楽市
○雄勝図書館休館日（～7日）　
○湯沢図書館休館日（～6日）
○祝祭日救急歯科診療　荘司歯科医院（羽後町／☎625126／
　午前９時～正午）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○ママと天使の交流会〔広域交流センター〕午後1時30分～3時

●カンガルースクール開校式〔総合体育館〕午前１０時～１１時３０分

○ゆざわ新鮮楽市
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・応急手当講習
●チャレンジデー〔湯沢市全域〕午前０時～午後９時
●一般開放〔総合体育館〕午前8時30分～午後９時
●一般開放〔体育センター〕午前8時30分～午後3時30分
●一般開放〔パークゴルフ場〕午前8時30分～午後5時

○ゆざわ新鮮楽市
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ1才以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／スキンシップ遊び
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○ゆざわ新鮮楽市

○ゆざわ新鮮楽市

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕午後1時30分～3時30分

○雄勝図書館休館日

○ゆざわ新鮮楽市
○湯沢図書館休館日

○湯沢図書館休館日

●パークゴルフ場営業開始
●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○と　き　5月17日（日）雨天中止  午前６時から１時間の予定
○集　合　湯沢生涯学習センター横の広場
○持ち物　清掃用具　○主催　中央公園愛護会（☎734023）

中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー

第13回第13回 書人春季展書人春季展
●会場　湯沢生涯学習センター
●期間　5月1日㈮～10日㈰

●ＪＡＳＳ全県ミニバスケットボール大会〔～3日、総合体育館〕

●県南高校総体ハンドボール大会〔～10日、総合体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

●南中バスケットボール部招待試合〔～24日、総合体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生） 

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

●湯沢市スポーツ少年団結団式〔総合体育館〕

○ゆざわ新鮮楽市



　
狩
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祖
先
は
「
阿
仁
マ
タ
ギ
」
の
中
で
遠
征
を
し
て
狩
猟

を
行
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「
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り
マ
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ギ
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ノ
岱
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し
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時
に
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猟
法
を
教
わ
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と
言
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ま
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。
阿

仁
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タ
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は
集
団
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き
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し
、
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を
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す
が
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湯
ノ
岱
マ
タ
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一
人
で
山
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入
り
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ま
す
。

　
昨
年
、
菅
さ
ん
は
森
の
名
手
・
名
人
（
森
の
恵
み

部
門
）
と
し
て
認
定
証
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構
が
、
森
や
山
に

関
わ
る
な
り
わ
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や
、
日
本
の
風
土
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地
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活
に

染
み
込
ん
だ
営
為
の
う
ち
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す
ぐ
れ
た
技
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持
っ
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究
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の
技
術
・
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能
者
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た

ち
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
達
人
た
ち
を
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定
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　
山
に
は
十
六
歳
の
こ
ろ
か
ら
父
親
と
一
緒
に
山
菜

や
キ
ノ
コ
を
採
り
に
行
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
の
庭

の
よ
う
に
歩
け
ま
す
。ま
た
、二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
、

一
人
で
山
に
入
り
、
銃
を
使
用
し
て
猟
を
し
て
い
ま

す
。
初
め
て
ク
マ
と
に
ら
み
合
い
を
し
た
の
は
三
十

歳
の
時
、
体
重
が
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
大
き
い

ク
マ
で
、距
離
は
わ
ず
か
六
、七
メ
ー
ト
ル
「
怖
か
っ

た
。
一
発
で
急
所
の
心
臓
や
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に
当
た
ら
な
い
と

襲
わ
れ
る
」
と
当
時
を
振
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返
っ
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ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
約
五
十
頭
の
ク
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留
め
て
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す
が
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一
番
大
き
い
獲
物
は
体
長
が
二
メ
ー
ト
ル
、
体
重
が

二
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
て
い
た
と
話
し
ま
す
。

　
い
と
こ
が
師
匠
で
、
菅
さ
ん
は
湯
ノ
岱
マ
タ
ギ
の

五
代
目
に
な
り
ま
す
が
、
後
継
者
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
に
、
一
昨
年
の
秋
ご
ろ
に
橋
本
さ
ん
か
ら

『
マ
タ
ギ
に
な
り
た
い
』
と
一
本
の
電
話
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
会
っ
て
話
し
た
時
は
、
マ
タ
ギ
の

技
を
引
き
継
ぐ
の
は
難
し
い
な
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

「
今
で
は
、
山
の
登
り
方
は
未
熟
で
す
が
、
自
分
よ

り
先
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
橋
本
さ
ん
に
湯
ノ
岱
マ
タ
ギ
の
存
在
に
つ
い
て
伺

う
と
「
早
稲
田
大
学
大
学
院
で
は
創
造
理
工
学
研
究

科
建
築
学
専
攻
で
し
た
が
、
建
築
会
社
へ
の
就
職
に

関
心
が
向
か
ず
、
大
学
院
修
了
後
に
国
家
公
務
員
試

験
の
勉
強
を
し
て
い
た
際
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
知
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
菅
さ
ん
は
「
自
然
を
大
事
に
し
、
獲
物
が
絶
え
な

い
よ
う
に
調
整
す
る
の
が
マ
タ
ギ
の
本
来
の
姿
。
山

の
事
を
学
び
な
が
ら
、
自
分
で
い
ろ
い
ろ
と
体
験
し
、

早
く
一
人
前
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
橋
本
さ
ん
に
厳

し
く
指
導
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
表
情
に
は
優
し

さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
人
の
湯
ノ
岱
マ
タ
ギ
は
、
自
然
や
動
物
へ
感
謝

し
な
が
ら
、
人
と
山
が
共
生
し
て
い
く
た
め
の
調
整

役
と
し
て
、
今
後
も
山
へ
入
り
続
け
ま
す
。

ひ　　と

第
　

　
回

百
十
九
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されています

マ
タ
ギ
の
本
来
の
姿
は
、
自
然
と
の
調
整
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
詔
悦
さ
ん
（
71
）
・
橋
本
明
賢
さ
ん
（
27
）

す
が

し
ょ
う
え
つ

は
し
も
と

あ
き
よ
し
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